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Ⅰ．研究の目的
「多くの幼児にとって幼稚園生活は，家庭から
離れて同年代の幼児と日々一緒に過ごす初めての
集団生活である」１）。このような生活のひろがり
に対して，幼児は，期待と同時に不安感や緊張感
を抱いていることが多い２）。そのため，入園当初
においては，家庭との連携を緊密にすることに
よって，個々の幼児の生活に理解を深め，幼児が
安心して幼稚園生活を送ることができるよう配慮
することが必要である３）とされている。
しかしながら，幼稚園教育要領解説では，入園
当初の配慮として，「家庭のように安心できる雰
囲気のある保育室の環境をつくること」「一人一
人のその幼児らしい姿を教師が受け止め，きめ細
かく関わること」など，概要を述べるにとどまっ
ている。
また，これまでの入園期の研究では，「環境移
行の当事者である子どもに焦点化した研究と，子
どもの親に焦点化した研究」４）はみられるもの
の，入園時期においてどのような環境を整えるこ
とが適切であるかという保育者側の視点に立った
研究は見られない。
そこで，本研究では，新入園児を受け入れるに
あたり，子どもが安心して園生活を送ることがで
きるように，また，保護者が安心して子どもを預
けることができるようにするために，保育者がど
のような工夫を行っているのかを探ることを目的
とする。
Ⅱ．研究の方法
１．調査手続き
山梨県内の私立幼稚園３園に，３歳児受け入れ
前の準備について，どのような取組みを行ってい
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これまでの入園期の研究では，環境移行の当事者である子どもに着目したものと，その親に
着目したものとが見られるが，入園時期における環境の構成について保育者側の視点に立った
研究は見られない。そこで本研究では，入園時期にどのような環境を整えることが適切かにつ
いて，幼稚園教諭にインタビューを行い，具体的な取組みをもとに援助の視点について検討を
行った。その結果，各幼稚園での取組みは，「子ども対象」「園内の物的環境構成」「保護者対
象」「園内事務」に大別することができた。各園の特徴的な取組みとして，Ａ幼稚園では，「家
庭的な雰囲気の環境設定」「写真入りの職員紹介のお便りの送付」「入園直後の面談・懇談」
「子育て支援センターからの情報提供」等が挙げられた。Ｂ幼稚園では「体験入園」，C幼稚
園では「入学願書・園児のようす」に工夫が見られた。
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るのかについてインタビューを行い，これをボイ
スレコーダーにて記録した。対象と調査日は，次
の通りであった。
①Ａ幼稚園 対象：副園長１名・保育者１名，
調査日：４月８日，６月２１日
②Ｂ幼稚園 対象：保育者３名，
調査日：６月１６日，９月５日
③Ｃ幼稚園 対象：園長１名，
調査日：９月１６日
Ⅲ．結果と考察
１．子ども対象
 体験入園
どの園でも入園前に子どもと保護者が保育の様
子に触れられる機会を持っていることがわかる。
いずれも，入園決定後に行われている。
Ａ幼稚園では，体験入園（３月）は在園児が登
園しない日に行われる。保育者と新入園児あるい
は，新入園児同士が一緒に遊んだり，人形劇を見
たりする。人形劇は，子どもが幼稚園生活をイ
メージでき，安心できるようにする配慮がなされ
ている。子どもの負担に配慮し，午前中で終わる
日程となっている。Ｂ幼稚園では，在園児がいる
日常の保育の中に，新入園児と保護者が加わりほ
ぼ一日の流れを経験する形式をとっている。給食
の試食会があり，メニューや味付けを知ることが
できる機会となっている。降園時には，年長児が
作ったペンダントを渡すことで，園や在園児への
親しみが持てるように配慮がなされている。Ｃ幼
稚園では，３つのグループに分かれているため，
少ない人数で活動することができるよう配慮がな
されている。
２．園内の物的環境構成
 家庭的な雰囲気の環境設定
Ａ幼稚園では，施設内に靴を脱いで寝転んだ
り，クッションで遊んだりすることができる場所
や，おままごとコーナーがあり，リラックスする
ことができる環境を設定し，家庭との繋がりを配
慮していることが特徴である。Ｂ幼稚園では，自
分が使ったものは自分で片付けることが重要であ
るため，意図的に家庭的な環境を設定していない
という回答であった。Ｃ幼稚園では，おままごと
コーナーやお店屋さんごっこができるようなコー
ナーを常に設定しておくのではなく，子どもと一
緒におままごとコーナーを準備する。そればかり
になってしまわないよう，常に設定してある環境
はないという回答であった。
表１－１ 体験入園に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・３月上旬に実施する（昼前まで）。
受付後，園庭や保育室で遊び，片付
けをする。ホールで，職員による人形
劇「どうぶつようちえん」を保護者と
子どもが一緒に見る。市販の折り紙を
プレゼントする。
・３月上旬に実施する（午後まで）。
園庭に集まり，はとぽっぽ体操やむ
すんでひらいてを一斉に行う（３０分）。
１クラス５，６人ほどに分かれ，折り
紙やぬりえ，歌を歌う。きょうだいが
在園している場合は，そのクラスに入
る。
その後，遊戯室に行き，保護者と子
どもが一緒に給食を試食する。主食は
持参する。
園長の話を聞いた後，年長児が折り
紙で作ったペンダントをプレゼントす
る。
・２月の第一日曜日に実施する。Ａ：
８時半から１１時，Ｂ：１１時から１２時
半，Ｃ：１３時半から１５時までの３グ
ループに分けて実施する。
教室で，歌を歌ったり，紙芝居や人
形劇を見たりなどの，幼稚園の生活体
験をする。工作したものを持ち帰る。
表１－２ 子どもや保護者への配慮に関する各園の主なインタビュー結果
Ａ幼稚園 保育者ｂ：４月からのなかで不安の材料みたいなことを少し提示するような問題のものをもって，ボードビ
ルをして，「大丈夫なんだ，困ったことがあっても，先生やお友達がいるから大丈夫なんだ。」と
いう風な内容のものを簡単に劇にして，「４月からお待ちしております。」っていう，先生たちが
劇を見せてくださるんです。
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 子どものための掲示物
壁面構成は，Ａ幼稚園もＢ幼稚園もＣ幼稚園も
子どもが親しみをもつことができるような動物や
季節感を表すということが共通点である。
Ａ幼稚園では，トイレにも動物の壁面構成があ
り，楽しい雰囲気の中で排泄を済ますことができ
る工夫がみられる。Ｂ幼稚園では，壁面構成の他
に誕生日表を掲示してあり，自分の誕生日や友達
の誕生日に興味をもつことができるような工夫が
されている。Ｃ幼稚園では，今は教師が作ったも
のを掲示してあるが，子ども自身が作ったメッ
セージ性の高いものや絵画を飾ったほうがよいの
ではないか等，壁面構成の意味も含めて検討して
いるという回答であった。
表２－１ 家庭的な雰囲気の環境設定に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・ライブラリー：クッション，じゅう
たん
・保育室：おままごとコーナー
・なし ・なし
表２－２ 子どもや保護者への配慮に関する各園の主なインタビュー結果
Ａ幼稚園 保育者ｂ：うちでは，特に３歳児からだからそんな乳幼児っていうような小さいお子さんはいないからだけ
れども，やっぱり，安心して，安定して過ごせるような環境を，特にうちなんかは，この中心に
ライブラリーがあります。ここを造られたときに園の中心位置にじゅうたんがあり，履物を脱い
でただきちんと本を正座して読むだけじゃなくって，クッションか置いてあって，家庭的な雰囲
気の大事な部分になっています。ただ，制限だけして，「そこは跳ねてはいけませんよ。」「どう
してはいけませんよ。」ってことじゃなくて，「お家みたいでいいね。」っていう風に，そんなお
部屋の中でそこの環境はとても大事にしています。
Ｂ幼稚園 保育者ｃ：使ったものは片付けるということで，おままごともゴザもありますが，使ったらしまうというの
がルールなので，家庭的な雰囲気の環境設定は特にないです。
Ｃ幼稚園 保育者ｅ：全体として家庭的な雰囲気で持っていこうとしているが，このコーナーに入るともうお家みたい
ということはないです。朝準備しておくこともありますが，子どもたちがきたら，一緒に準備を
しています。ファミリーごっこというのですけれども，楽しいみたいで，たくさんのおもちゃで
遊んでいるけれど，そればかりやっている子は，そればっかりになってしまうので，「今日は外
に出ましょう。」ということで，わざわざコーナーを作らないということもあります。
表３－１ 子どものための掲示物に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・壁面構成：保育室とトイレに親しみ
をもてるように，動物や季節感がでる
ものを貼る。
・壁面構成：保育室，事務局前，２階
階段付近に親しみをもてる動物や季節
感がでるものを貼る。
※トイレ：壁面なし
トイレが廊下と一体型で消臭壁に
なっているため，貼ってしまうと効果
がなくなってしまうため。
・誕生日表：教室内
・ロッカーのしまい方：黒板横
・壁面構成：保育室に動物や季節感が
でるものを貼る。
・誕生日表：教室内
表３－２ 子どもや保護者への配慮に関する各園の主なインタビュー結果
Ａ幼稚園 保育者ａ：子どもたちが幼稚園の部屋にきて，視覚的な「楽しそうだな。」と感じる環境構成がすごく大
切で，そのなかで壁面は子どもたちにも目に付くし，保護者の方も部屋にきて「楽しそうなお
部屋だな。」というような，環境づくりが大切で，子どもたちに親しみを持ってもらえるよう
な動物や季節を表した壁面を作ってお迎えできるようにと思い，壁面もお部屋の飾りも雰囲気
作りとして入園式前に作っています。
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 半日保育の実施
いずれの幼稚園でも，短時間から徐々に長時間
にしていくことで，子どもが幼稚園になれる過程
を大切にしている点が共通である。しかし，半日
保育の期間は異なる。Ａ幼稚園では４日間，Ｂ幼
稚園では５日間，１４時降園を３日間行う。Ｃ幼稚
園では，始めの２日は新入園児のみの登園，その
後の一週間は在園児と一緒に行っている。Ｃ幼稚
園では，新入園児のみの登園としており，他の学
年の含む多くの保育者が関わることで安心できる
よう配慮がなされている。
 子どもの氏名・個人マーク貼り
Ａ幼稚園もＢ幼稚園もロッカーの引き出しや靴
箱にバスコース色のビニールテープを貼り，その
上に氏名を書いておくということが共通である。
Ｃ幼稚園では，全員同じ色のビニールテープを貼
り，その上に氏名を書いている。いずれの園にお
いても，入園したばかりの子どもは，字が読めな
いため，氏名の他に子どもたちが親しみやすい動
物や食べ物，乗り物などのマークを貼る工夫がさ
れている。
Ａ幼稚園では，ロッカーや靴箱だけでなく，机
にも氏名とマークのシールを貼ったり，カラー帽
Ｂ幼稚園 保育者ｃ：お誕生日表は１年間変わらないので，なるべく親しみやすくて，「自分はウサギさんだね。」と
ぱっと見てかわいいなとわかる，楽しさを与えるようなものにしています。後ろの壁面は，季
節的な，毎回変わりますが，今月は子どもに作ってもらったものを貼るという時や保育者が作
る時があります。
保育者ｃ：廊下とトイレが一体型なため，衛生的にどうかと考え，建てるときに，話をして，壁自体が匂
いをとる壁になっていて，壁面を貼ると効果がないので，あえて壁面はしていません。
Ｃ幼稚園 保育者ｅ：考えているところがありまして，本当に必要かということを含めてですね。今はやっています
が，本当にそれで良いのかということを考えています。先生が作ってかわいいものをするので
はなく，もっと子ども自身が作ったものやメッセージ性の高いものだったり，芸術性のある絵
画を置くとかをしたらどうかと思っているんです。子どもの作品を貼ったらどうですかという
話はしたが，作品を貼る方が時間がかかってしまうので，職員が自由にやっています。
表４－１ 半日保育の計画作成に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・半日保育：４日実施する。
※預かり保育の開始は，子どもの適応
状況に応じて行う。
・半日保育：１週間実施する。
・１４時降園：３日実施する（通常１５時
降園）。
・新入園児のみの半日保育：２日実施
する（入園式後と翌日）。
・半日保育：通常保育開始後，１週間
実施する。
表４－２ 子どもや保護者への配慮に関する各園の主なインタビュー結果
Ａ幼稚園 保育者ｂ：半日保育である何日間ずっと泣いてくるお子さんもいる。泣いてきても，「大丈夫ですよ，お預
かりします。１日ずっと泣いていることはありませんので，ご心配なさらずに。」っていってお
預かりをして，（中略）。先生たちは，両手に泣いている子で，おんぶに抱っこしながらという感
じでした。半日保育で，安定する子は，安定するので，半日保育の中，何日かが，一番大変で，
そういう時を経て，幼稚園ってこんなに楽しい遊びがあったり，「先生も優しそうだな。」とか，
「困った時はお兄ちゃんの所にいけばいいんだ。」とか，（中略）１日保育になると，生活の流れ
もわかってきたりするので。
Ｂ幼稚園 保育者ｃ：幼稚園という場所，自分の場所，先生を知り，「幼稚園はこういうところなんだ。」，と覚えても
らうのが１週間（５日間）あります。その後，１４時降園が３日間，ご飯を食べて帰る期間があり
ます。それ以降は，通常の１５時降園になっています。慣らし保育がないと最初から１日はとても
無理ですね。
Ｃ幼稚園 保育者ｅ：２日間は，年少児だけ登園します。年長，年中児は休みにしてもらって，全部の先生が年少児に
入り，２日間で安心してもらえるようにしています。最初は，新しいバスで行く時も時間がか
かってしまうけれども，ゆっくり行って，２日間は先生がたくさんいるので，安心してもらっ
て，その後は，１週間（５日間）半日保育があって，１０日程で平常に戻ります。
幼稚園における３歳児受け入れ前の準備に関する研究96
子や上履きにもマークを書いたりするというきめ
細かな配慮がなされている。子どもが自分の持ち
物や場所を認識できることは，園生活への適応と
情緒の安定につながることから，きめ細やかな対
応が求められると考える。
 園内の清掃，安全点検
園内の清掃や安全点検は，すべての園で行わ
れ，安全で，清潔な環境で生活することができる
ように配慮されている。Ａ幼稚園では，点検表を
用いて確認や記録をしているということが特徴で
ある。
 衣服の汚れに備えた着替え，雑巾，シャワー
の準備
どの幼稚園でも，個人の着替えを用意してあ
り，遊びや排泄の失敗で汚れても，清潔にできる
環境が整えられている。特に，Ａ幼稚園では，
シャワーが完備されている点に特徴がある。さら
に，予め，着替えた理由が書いてあるカードを
作っておき，それをビニール袋に貼る工夫がされ
ている。子どもが着替えた理由を伝えることで，
幼稚園での子どもの状態を保護者が把握でき，安
心感につながると考えられる。Ｂ幼稚園では，
シャワーはないが，温水で簡単に洗うことは可能
である。また，Ｂ，Ｃ幼稚園では，汚れた服は，
その都度洗濯機で洗い，乾燥後，袋に入れ返すと
いう配慮がなされている。
表５－１ 子どもの氏名・個人マーク貼りに関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
子どもの氏名
貼り
・靴箱，ロッカー，机
※文房具，自由帳等は除く
・靴箱，ロッカー
※文房具，自由帳等は除く
・靴箱，ロッカー，机
※文房具，自由帳は除く
個人マーク貼
り
・シール：靴箱，ロッカー，机
・手書き（入園式後）：カラー帽
子，上履き
・シール：靴箱，ロッカー ・シール：靴箱，ロッカー，机
表５－２ 子どもや保護者への配慮に関する各園の主なインタビュー結果
Ａ幼稚園 保育者ａ：子どもたちが幼稚園生活を送るうえで，自分の履いてきた靴や持ってきたものをきちんと始末す
る場所，方法を知るということはとても大切です。子ども自身が覚えることは園生活をスムーズ
に過ごすためには大切なことであるため，そこに名前を書きますが，入園当初の子どもたちは，
字を読める子どももたまにいるけれど，まだ字を読むまでいっていないため，子どもたちに身近
なマーク（動物，花，食べ物など）子どもたちが知っているマークをつけることで，「ここが自
分の置く場所なんだ。」ということを子どもたちが分かっていくと思います。上履きの場合は，２
つ上履きの外側にマークを描き，「マークとマークがごっつんこしないように履こうね。」と言っ
て，まだ難しいけれど左右が分かりマークがポイントとなるようにその位置に書くようにしてい
ます。
Ｂ幼稚園 保育者ｃ：年少児は，自分の場所が名前だけだと読めないのが当たり前なので，名前の上にマークのシール
を貼っています。「～くんは太陽だね，～くんはドラえもんさんだよ。」というように場所を覚え
るためにシールを貼っています。
Ｃ幼稚園 保育者ｅ：名前は，靴箱とロッカーと机に名前があります。名前のところに動物などのシールも貼ってあり
ます。
表６－１ 園内の清掃，安全点検に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・入園前日には，特に入念に保育室や
園庭の隅々まで清掃，安全点検を行
う。
・点検表を用いて，確認・記録する。
・年度初めと終わりに行う。
・日は決まっておらず，日々気が付い
た時に行う。
・２階のフェンスは，近くに高いもの
がないか毎日確認する。
・毎日職員が清掃時に園庭や保育室の
点検を行う。
・遊具や施設の点検は，理事長，園
長，職員が行う。
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３．保護者対象
 新入園児の保護者会開催
Ａ幼稚園とＢ幼稚園では，入園決定後の２月に
新入園児の保護者会を行う。
Ａ幼稚園は，託児サービスを行い，保護者だけ
で話を聞くという時間を設けている。保護者の不
安が軽減するように，子どもとの関わり方，入園
に関する説明が行われる。子どもを預けて会に参
加することで，話に集中する事ができるよう配慮
されている。Ｂ幼稚園では，新入園児も保護者と
一緒に参加し，園の方針を聞いたり，入園式まで
に準備する物の説明があったり，同じ日に，新入
園児の身体測定が行われたりする。同じ日に身体
測定をすることで，入園前に何回も足を運ぶこと
がなくなり，その日に制服や道具の発注をすませ
ることができるということが特徴である。Ｃ幼稚
園では，入園式後子どもが１週間程登園した最初
の土曜日に行われる。先に文章で伝えているが，
そこで初めて，幼児教育，教育目標，今年度の職
員紹介，欠席の仕方の方法などの説明が行われ
る。保護者が園の様子を把握できてから説明する
ことで，親身に聞いてもらえるように配慮がなさ
れている。
 教材，制服，持ち物の準備依頼
教材発注は，Ａ幼稚園では人数が多いため，注
文書を出して幼稚園で発注している。制服発注
は，いずれの園でも，制服販売店が園にきて採寸
し，購入する。
入園前に家庭で準備するものについてＡ，Ｃ幼
稚園とＢ幼稚園で違いがみられた。Ａ幼稚園とＣ
幼稚園では，着替え袋や上履き入れ，歯磨きセッ
ト袋が必要になるが，家庭で手作りでなく，市販
のものでよいとされている。Ｂ幼稚園では，着替
え袋や，座布団カバー，コップ袋，エプロンなど
幼稚園で使用するものに全て大きさや形の指定が
あり，基本的には，手作りで準備することとなっ
ている。作る楽しみを感じている保護者もいると
の話であった。Ａ幼稚園とＣ幼稚園では，決めら
れたものでないため，親の負担が軽減されたり，
子どもの好きなものや使いやすいものを使うこと
ができたりすると考えられる。
表７－１ 衣服の汚れに備えた着替え，雑巾，シャワーの準備に関する３園の比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・保護者に着替えを用意してもらう。
汚れた服は，軽くすすぎ，ビニール袋
に入れる。汚れた理由が書かれたカー
ドを貼り，名前を記入して返す。
・排泄，遊び等での汚れを落とすため
のシャワーを完備している。
・保護者に着替えを用意してもらう。
汚れた服は洗濯機で洗い，乾いたら袋
に入れて返す。４月に着替えが多くな
ることを説明するため，着替えた理由
の説明はしない。
・排泄，遊び等での汚れを落とすため
のシャワーはなし。
・保護者に着替えを用意してもらう。
汚れた服は，その都度洗濯機で洗い，
乾いたら袋に入れて返す。乾燥が間に
合わない場合は，洗濯機で絞り，袋に
入れて返す。メモを付ける場合もあ
る。
・排泄，遊び等での汚れを落とすため
のシャワーはなし。
表８－１ 新入園児の保護者会開催に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・２月中旬に実施する。
・託児サービスあり。
・入園前の保護者の不安が軽減するよ
う，入園のしおりをもとに話をする。
（入園期の子どもの様子，どう関わっ
たらいいか［園長］，アレルギー対応
［管理栄養士］。）
・入園のしおりの説明［副園長］をす
る。
・２月中旬に実施する。
・子どもと保護者が一緒に参加する。
・園の方針についての話や，準備物や
持ってくるものの説明をする。
・子どもの身体測定。
・制服，教材等の販売。
・入園式後子どもが園に行き始めた最
初の土曜日に実施する。
・幼児教育，教育目標，今年度の職員
紹介，先に文章で行っているが，欠席
の方法などの細かい話をする。
※入園前に詳細に説明しても実感が伴
わないことから，入園式から一週間後
に保護者会を行う。
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 家庭や子どもに関する調査票記入の依頼
家庭環境調査表の記入依頼は，Ａ，Ｂ，Ｃ幼稚
園とも共通の項目もあるが，Ａ幼稚園では，家庭
の教育方針を記入する項目があることが特徴であ
る。家庭の教育方針を知ることで，保護者の子ど
もへの関わりを把握し，保護者への対応にも配慮
できると考えられる。Ｃ幼稚園では，出生・発育
や，現在の様子を詳細に訊ねている。子どもの様
子を詳細に把握することによって，クラス編成や
一人ひとりへのきめ細やかな配慮へと繋がると考
えられる。
表９－１ 教材，制服，持ち物の準備依頼に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・教材：保護者の回答を園で集約し
て，業者へ発注する。
・制服：制服販売店が園にきて採寸
し，購入する。
・持ち物：保護者が手作りするものは
なし。市販品でも良い。
・教材：２月中旬にある保護者会にお
金を持参し，購入できるようにする。
・制服：同上。
・持ち物：以下のものは，保護者が手
作りする。
（着替え袋，スモックを入れる袋，紐
をつけたタオル，エプロン［紐をゴム
とマジックテープに変更］，布巾，エ
プロン，布巾の袋，コップの袋，弁当
箱の袋，座布団カバー，弁当箱のバン
ド，チェアーポケット）
・教材：２月の第一日曜日にある体験
入園時にお金を持参し，購入できるよ
うにする。
・制服：Ｓ，Ｍ，Ｌサイズの中から
合ったものを購入する。
・持ち物：保護者が手作りするものは
なし。市販品でも良い。
表９－２ 子どもや保護者への配慮に関する各園の主なインタビュー結果
Ａ幼稚園 保育者ｂ：人数も多かったり，業者の数が多かったりするので，幼稚園で教材的なものは保護者の方に注文
書を出して，こちらで，全部発注をかけています。園服，帽子，上履きについては，直接業者の
方が来てくださって，発注しています。
Ｂ幼稚園 保育者ｃ：入園前に作ってもらうものがたくさんあります。例えば，お着替えの袋とか，お弁当の道具，座
布団の道具などのいろいろなものです。
保育者ｃ：市販のものでもよいですが，子どもが使いやすいように工夫してもらっています。大体手作りが
多く，買う人はほとんどいません。
保育者ｄ：エプロンは，「作れないから，市販のものでもいいですか。」っていう人は多いけれど，それで
も，ゴムに変えるくらいはしてもらっています。
保育者ｃ：最初のあれだから，楽しいと思う，親も作りたいと思うし，だいたいこの通りに作ってくれま
す。
Ｃ幼稚園 保育者ｅ：保護者が準備するものは，市販のものでも，手作りでも良いです。大きさや，長さの指定はある
のですが，コップ，ランチョンマット，お弁当を入れる袋，着替え袋ですね。売っていれば買っ
ても良いですが，作る人も結構多いです。
表１０－１ 家庭や子どもに関する調査票記入の依頼
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・「家庭環境調査票」
家族構成等の基礎情報，健康面（平
熱，血液型，健康状況，アレルギー，
予防接種，乗り物酔い，既往症，主治
医，保険証種類，食事，食物アレル
ギー），性格，好きな遊び，家庭の教
育方針
・「入園願書」
家族構成等の基礎情報，地図，健康面
（既往症，睡眠時間等），好きな食べ
物，嫌いな食べ物，好きな遊び，家庭
で困っていること，排泄等
・「入園願書・園児のようす」
［入園願書］
家族構成等の基礎情報，入学予定小学
校，卒園児や在園児の氏名等
［園児のようす］
出生・発育
（血液型，出生地，出生時の体重，分
娩，早産・遅産，哺乳，離乳，発育，
生まれつきの体の異常，アレルギー，
予防接種，既往症）
現在のようす
（歩きはじめ，初めて話した言葉，こ
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 緊急携帯メールの登録依頼，配信準備
家庭と連絡を取る方法として，直接幼稚園から
家庭に電話で連絡を取る他に，Ａ幼稚園とＣ幼稚
園では，携帯電話の緊急携帯メール登録を依頼
し，休園連絡などの一斉連絡の際に配信し各家庭
に連絡することができるようになっている。しか
し，Ｂ幼稚園では，幼稚園からの一斉の連絡があ
る場合には，携帯メールではなく，クラスの連絡
網を活用するという違いがみられる。携帯電話へ
のメール配信を行うことで，短時間で各家庭に情
報を伝えることができるということが推察され
る。
 写真入り職員紹介のお便りの送付
入園前に家庭へ職員紹介の通知をすることがＡ
幼稚園特有の項目となっている。職員全員の顔写
真と名前とそれぞれのメッセージを載せた便りを
各家庭に通知し，保護者にどのような職員がいる
のかということを知ってもらい，職員の顔や名前
を覚え，安心して預けることができるように入園
前に職員を知ってもらう機会を作る工夫がされて
いる。
 入園直後の面談，懇談
Ａ幼稚園では，家庭環境調査表を基に子どもの
アレルギーや排泄や心配なことを一覧表にしてい
る。保護者から話があった際に，子どものことを
把握できている姿勢をみせることで，保護者の不
安が軽減するように配慮されている。
４．園内事務
 入園のしおり作成
入園のしおりの項目で特徴がみられたのは，Ａ
幼稚園のメディア関係，個人情報保護に関する２
項目であった。個人情報の取り扱いについて保護
者にも周知し，園としての対応が明示されてお
り，重要な視点であると考えられる。
とば，話す事，食事，間食，偏食，好
きな食べ物，嫌いな食べ物，食べ方，
大便，大便一人でできる，一人ででき
ない，家庭の便器，小便，着衣，利き
手，睡眠，寝起き，昼寝，ひとみしり，
直したいクセ）
表１１－１ 緊急携帯メールの登録依頼，配信準備に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・連絡網はなく，一斉メールにて携帯
に配信する。
・緊急連絡網と連絡網の２種類を作成
している。メールは用いない。
・連絡網はなく，一斉メールにて携帯
に配信する。
表１２－１ 写真入り職員紹介のお便りの送付に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・３月に職員の顔とメッセージ入りの
お便りを送付する。
・なし
※入園式にて自己紹介する。
・なし
※入園検討時の９月にある入園説明会
で職員の自己紹介をする。
表１３－１ 入園直後の面談，懇談に関する３園の概要比較
A幼稚園 B幼稚園 C幼稚園
・入学式直後に希望者のみ個別に行
う。
・なし
※７月と１２月にクラス単位で懇談会を
実施する。
・なし
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 子どもの情報一覧表の作成
子ども把握として，Ａ幼稚園では，家庭環境調
査票を用いて，名前やオムツやアレルギーなどを
記入したり，入園式に直接保護者と話をする中で
確認をしたり，保育中に情報を記入することがで
きるような一覧表を作成する。Ａ幼稚園は，１ク
ラスの人数が多いため，子どもを把握するため
の，わかりやすくまとめた一覧表が必要であると
共に，保護者と直接話しする中で，新しい情報を
書き込んだり，間違った情報になっていないか確
認したりして，子どもの情報把握に必要な工夫が
されているのだと考えられる。Ｂ幼稚園とＣ幼稚
園では，願書や家庭環境表をそのままファイル
し，願書に記入してあるものを見て把握する。Ｃ
幼稚園では，家庭環境表に詳細に子どもの情報を
記述する形式となっていることから，このような
方法が取られていると推察される。
表１４－１ 入園のしおり作成に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
《入園のしおり》
・教育に関わること
１．教育理念・教育目標
２．教育週数・教育時間
３．年間を通しての活動
・生活に関わること
１．クラス名とクラス別帽子の色
２．登園・降園
３．保護者認証カード
４．園への連絡
５．登園時の持ち物・服装
６．着替えの常備
７．お弁当の日
８．けが・病気等
９．避難訓練
・メディア関係
１．写真等の掲載
２．WEB連絡帳
３．緊急携帯メール配信システム
・個人情報保護
１．個人情報に関する規則
２．園児名簿
３．研究・実習への協力
・その他
１．保育料等の納入
２．保護者の会
・入園に関わること
１．用意いただく用品と記名のしかた
２．入園式・最初の４日間（半日保
育）の服装・持ち物
・平成２３年度４，５月の主な予定
《案内》
＊概要
１．幼児教育の重要性
２．本園の特長
３．教育の実際
４．教育計画にもとづく指導のあり方
５．本園の教育目標
６．幼稚園教育は園と家庭が一体と
なって
７．園の行事
８．教育日数
９．健康管理と出欠席
１０．登降園
１１．給食とお弁当
１２．預かり保育
１３．課外教育
１４．所経費
１５．納入金と納入方法
１６．就園奨励費補助金
・その他の資料
幼稚園にもってくる袋の大きさ
《入園のしおり》
１．本園の教育目標
入園に備えて
２．通園の服装
３．通園の際の持ち物
４．防災頭巾について
５．薬について
６．名前について
７．登降園
８．教材，その他
９．緊急連絡
１０．集金について
１１．昼食について
１２．入園式の服装について
１３．連絡
表１５－１ 子どもの情報一覧表の作成に関する３園の概要比較
A幼稚園 B幼稚園 C幼稚園
・「家庭環境調査票」等をもとに，日
常の保育に必要な情報抜粋し，一覧表
にしておく。
・願書をファイルしておく（名前や性
格，特徴などを把握）。
・名簿作成のみ行う。
・願書をファイルしておく。
・職員用の名簿作成のみ行う。
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 バス停の決定
バス停の決定では，Ａ，Ｂ，Ｃ幼稚園でもとも
とベースにある，自宅近くで，安全を考慮した場
所から乗り降りすることができるよう配慮されて
いる。Ａ，Ｃ幼稚園では，毎年ルート設定を見直
し自宅近くになるよう配慮がなされている。Ｂ幼
稚園では，基本ルートはできるだけ変更しないも
のの，保護者とともにバス停を確認するという丁
寧な対応をしている。子どもが乗り降りするた
め，バス停の安全を確保したり，地域の方にも協
力してもらったりすることが必要であるなど，細
やかな対応が求められていることがわかる。
 クラス編成
Ａ幼稚園とＢ，Ｃ幼稚園では，クラス編成の際
のバスコースの扱いに違いがみられた。Ａ幼稚園
では，バスコースなどの登園時間が同じ同士がク
ラスになることで，スイミングなどの保育活動に
配慮したり，バスコースが同じ友達が一緒のクラ
スになるため，人間関係も築きやすくなったりす
ると考えられている。一方，Ｂ，Ｃ幼稚園では，
クラス内のバスコースが均一になるように編成さ
れている。特にＢ幼稚園では，クラス全体として
の育ちに重点を置いて考えられているようであ
る。バスコースの数，在園児数，登園にかかる時
間など，さまざまな事情が関係するため，単純に
比較することは難しいが，何に重点をおいて編成
するのかについて，各園での特徴が見られた結果
となった。
表１６－１ バス停の決定に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・バスコース数：１０コース
できるだけ自宅近くになるように，
毎年ルート設定し直す。バス停となっ
た店舗・個人宅へのお礼も行う。
・バスコース数：６コース
基本的なルート変更はなし。ただ
し，利用困難な場合は，相談に応じ
る。
・バスコース数：１０コース
基本的なルート変更はないが，新入
園児を加え修正をする。
表１７－１ クラス編成に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・バスコース，登園時間，男女比，特
別支援児に配慮する。
・園長先生による面接と願書を見て決
定する。
バスコース，面談時の幼児の様子，
体の大きさ，月齢に偏りがないように
する。
・情報のみで，誕生日，男女，バス
コースなどを平均にする。
表１７－２ 子どもや保護者への配慮に関する各園の主なインタビュー結果
Ａ幼稚園 保育者ａ：登園時間が早い子と遅いコースの子どもたちがまちまちにクラスにバラバラいるとずっと迎え入
れたり，ずっと送り出したりして子どもたちと全然関われなかったり，クラス活動をする時間が
もてなかったりするので，同じ時間帯に来る子どもたちが，同じ部屋で生活できるとそこで，集
団の活動や集団での活動の時間を持つことができるので，その配慮からコースごとまとまったク
ラス割りになっています。年少組は，コースごとまとまっていた方が朝一緒にバスに乗ってとい
うことで友達関係も広まっていくため，まとまったクラス編成になっています。
Ｂ幼稚園 保育者ｃ：園長先生が，バランスよくなるように，面談と願書をみて決定しています。地区や，面談でわか
る能力に偏りがないようにしたり，バスコースや体の大きさや月齢にも，偏りがないように決め
ています。偏りがあると，早いコースはどんどんいろんなことができるけれど，遅いコースだけ
が集まると遅いコースは朝遊べないので，そういう子を集めたクラスは，外遊びをしていないか
ら，そういう面で，成長がみられないし，早いクラスだけ集めると，こどもたちも疲れてしまう
ので，そういうのをミックスして，バランスよくしています。遅いコースだけ集めると，大変で。
クラスの成長にも繋がっていくので，結構重要です。
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 クラス名簿作成
Ａ幼稚園とＢ幼稚園では，保護者に渡すクラス
名簿があり，Ａ幼稚園では子どもの氏名のみで，
Ｂ幼稚園では，子どもの氏名と生年月日が記入さ
れたものを渡している。
職員用の名簿には，住所や電話番号や既往症な
どが記入してあり，子ども把握や緊急時に使用さ
れる。個人情報であるため，Ａ幼稚園では園内で
管理してあるということが特徴である。
Ⅳ．総合考察
本研究では，新入園児を受け入れるにあたり，
子どもが安心して園生活を送ることができるよう
に，また，保護者が安心して子どもを預けること
ができるようにするために，３園を比較し，保育
者がどのような工夫を行っているのかを探ってき
た。その結果，各幼稚園で行われている取組み
は，「子ども対象」「園内の物的環境構成」「保護
者対象」「園内事務」に大別することができた。
Ａ，Ｂ，Ｃ幼稚園でそれぞれ考え方や方法は異な
るものの，大半の項目がいずれの幼稚園でもなさ
れており，新入園児を迎えるにあたっての重要な
視点であり，保育者が多くの工夫を行っているこ
とが分かった。
特徴が見られた工夫として，Ａ幼稚園では，
「家庭的な雰囲気の環境設定」「写真入りの職員
紹介のお便りの送付」「入園直後の面談・懇談」
「子育て支援センターからの情報提供」が挙げら
れる。「家庭的な雰囲気の環境設定」は，Ｂ，Ｃ
幼稚園でも，人的な環境としての家庭的な雰囲気
は大切にされていると推察される。これに加えＡ
幼稚園では，じゅうたんやクッションを整え，く
つろげる物的環境の工夫がなされていた。また，
入園前に「写真入りの職員紹介のお便りの送付」
をする取組みについても，保護者や子どもがどの
保育者を頼ればよいのかがわかる興味深い工夫と
いえるだろう。
Ｂ幼稚園では，「体験入園」に工夫が見られ，
在園児がいる時のありのままの様子が見られるよ
うに配慮されていた点が特徴的であった。一方，
A,C 幼稚園では，新入園児のみを対象にすること
で，子どもの緊張や疲れに配慮するとともに，多
くの保育者での細やかな対応を大切にする姿勢が
窺えた。C幼稚園では，「入学願書・園児のよう
す」に工夫が見られた。A,B 園に比べて，かなり
詳細に子どもの様子を記述する形式になってお
り，家庭との連携や子ども一人ひとりへの配慮を
具体的に想定したものとなっている。
以上のように，各幼稚園では，新入園児の受け
入れにあたり，保育者が様々な取組みを行い，細
やかな配慮や工夫を行っていることが分かった。
今後は，幼稚園と保護者がともに子育てをするこ
とが重要であるとの視点を大切に，子どもが安心
して園生活を送り，保護者が安心して子どもを預
けることができる工夫についてさらに深めていき
たい。
Ｃ幼稚園 保育者ｅ：３，４クラスに分けて，誕生日や男女とかバスコースなどを平均になるようにしています。まあ，
平均にならないけれども，情報だけで平均になるようにしています。名前だけで入園を許可する
ので，初めて出会うのが，体験入園という子もいます。きょうだいや２歳児教室に来ている子が
いればよくわかるということもあります。
表１８－１ クラス名簿作成に関する３園の概要比較
Ａ幼稚園 Ｂ幼稚園 Ｃ幼稚園
・保護者用：子どもの氏名のみ記入。
・職員用：氏名，電話番号，住所，既
往症，職業等を記入。園内で管理し，
持ち出し禁止。
・保護者用：子どもの氏名と生年月日
を記入。
・職員用：氏名，バスコース，電話番
号，住所，生年月日を記入。保育者の
手帳にファイリングされ，持ち出し
可。
・保護者用：なし。
・職員用：男女別，生年月日，名前，
父母勤務先，勤務先の電話番号，自宅
と携帯電話電話番号を記入。
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